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松帆銅鐸が一般公開
　南あわじ市で出土した「松帆銅

どうたく

鐸」の一般公開が、11月12日から
玉青館で始まりました。
　松帆銅鐸は平成 27年、市内の石材製造販売会社の砂山から全７点
が見つかり、「国宝級の史料」として注目されました。このたび、調査
などが完了した銅鐸２点と舌

ぜつ

７本が常設展示されることとなりました。
残りの５点は令和４年度までに南あわじ市に戻ってくる予定です。
　銅鐸の発見者である西田達

とおる

さんは「まさかこんな大発見になるとは
思っていなかった。ぜひ多くの人に見てほしい」と話していました。
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新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ

感染予防対策をお願いします

３密を避けましょう

感染リスクが高まる「５つの場面」に注意

発熱等があれば、まずは電話で相談を

思いやりを持った対応をお願いします

発熱等受診・相談センター

　感染症が流行しやすい季節となりました。新型コロナウイルス感染症やインフ
ルエンザの流行を最小限に抑えるために、手洗い、せきエチケット、３密を避け
る、こまめな換気など、感染予防対策を徹底していただくとともに、思いやりを持っ
た対応をお願いします。

問健康課☎43-5218

⃝飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍くなり大声になりやすい。
⃝特に敷居などで区切られてい
る狭い空間に、長時間、大人
数が滞在すると感染リスクが
高まる。

⃝回し飲みや箸などの共用が感
染リスクを高める。

■電話での相談・受診予約を
　　発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感
染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずは地
域の医療機関（かかりつけ医等）に電話で相談して
ください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場
合は、「発熱等受診・相談センター（新型コロナ健
康相談コールセンター、洲本健康福祉事務所）」へ
相談してください。

※連絡せずに直接行くことは控えるようにしてください

⃝マスクなしに近距離で会話する
と、飛沫感染やマイクロ飛沫感
染のリスクが高まる。

⃝車で移動する際の車内でも注
意が必要。

⃝長時間にわたり閉鎖空間が共有さ
れると感染リスクが高まる。

⃝寮の部屋やトイレなどの共用部分
での感染が疑われる事例あり。

⃝休憩時間に入る時など、居場所が
切り替わると気の緩みや環境の変化
で感染リスクが高まることがある。

⃝休憩室、喫煙所、更衣室での感染
が疑われる事例あり。

⃝長時間の飲食、接待を伴う飲食、深夜のは
しご酒では、短時間の食事と比べて感染リス
クが高まる。

⃝大人数（例えば５人以上）だと大声になり飛
沫が飛びやすい。

南あわじ市からの新型
コロナウイルス関連情報
は、市ホームページに掲
載しています。

　新型コロナウイルス感染症やインフルエンザは、主に飛沫感染や接触感染に
よって感染します。３密（密閉・密集・密接）を避け、クラスター（集団）発生
を予防しましょう。また、屋内ではこまめに換気しましょう。

場面❶ 飲酒を伴う懇親会等

場面❸ マスクなしでの会話 場面❹ 狭い空間での共同生活 場面❺ 居場所の切り替わり

場面❷ 大人数や長時間の飲食

　新型コロナウイルスの感染は十分に気をつけていたとしても、誰にでも起こりうることです。感染した人やその
家族、医療関係者の人権を尊重し、憶測やデマなどによる誹謗中傷を防止するとともに、自分自身が風評被害に
加担しないよう、思いやりを持った対応をお願いします。

特集　感染予防対策をお願いします

相談・受診の流れ

問合せ先 相談対応時間 電話番号

新型コロナ健康相談コールセンター  24 時間受付（土日祝日含む）  ☎ 078-362-9980

洲本健康福祉事務所（健康管理課）  平日の 9：00 ～ 17：30  ☎ 26-2062

■受診時の注意点
　　受診の際は、必ずマスクを着用し、医療機関の
指示に従ってください。

■適切な受診について
　　過度な受診控えは、病状悪化のリスクを高めま
す。持病を持っている人や体調がすぐれない人は、
かかりつけ医等に相談しましょう。

発熱等

電話相談

案内を受けて受診相談した医療機関から
案内を受けて受診

発熱等診療・検査医療機関（診療・検査）

かかりつけ医等地域の
身近な医療機関

診療・検査が
可能な場合

診療・検査
できない場合

緊急の場合や
相談先に迷う場合

発熱等受診・
相談センター等
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南あわじ市長 守本 憲弘

新型コロナウイルス感染予防の徹底を！
市内でもクラスターが発生しました

交通安全の徹底を

　気温の低下とともに、全国的に新型コロナウイルス感染者が
増加しています。本市においても、介護老人保健施設で発生
したクラスターでは、関連する感染者が多数に上っています。
市では、11月3日の最初の発表を受けて即日「新型コロナウ
イルス感染症対策本部会議」を開催し、対応を協議するとと
もに、洲本健康福祉事務所と連携しながら、感染拡大防止の
ために最善の対応を行ってきました。その後、濃厚接触者も
含めた幅広いＰＣＲ検査の実施などにより、感染者の拡大に
は歯止めがかかってきています。
　しかしながら、油断は禁物です。市民の皆さまにおかれて
は引き続き、３密（密閉、密集、密接）を避ける、周囲に人
がいる時はマスクを着用する、手洗いや手指の消毒をこまめ
に行う、発熱や風邪の症状がある場合には外出をしないなど、
従来の取り組みを一層徹底していただきますようお願いします。
　特に注意すべきは「換気」です。これからは、ますます寒く
なり、暖房のため部屋を閉め切ってしまいがちです。空気も乾
燥し、インフルエンザなどの感染症の同時流行も懸念されてい
ます。こまめな換気について、皆さま方の一層のご協力をお
願いします。

　もしも、発熱等の症状がある場合は地域の医療機関（かか
りつけ医等）にまずは電話で相談いただくか、相談先に迷う
場合は「洲本健康福祉事務所（☎ 26-2062、平日の午前 9
時から午後 5時 30 分）」や「新型コロナ健康相談コールセン
ター（☎ 078-362-9980、土日祝日含む24時間受付）」へご
相談ください。市ホームページにも、新型コロナウイルス感染
症に関する情報を集約していますので、ぜひご覧いただきたい
と思います。
　感染予防に十分注意を払っていただく一方で、市民の皆さ
まにお願いしたいのが、感染した人やその家族、医療関係者
の皆さま方の人権を尊重し、憶測やデマなどによる誹謗中傷
を防止するとともに、あなた自身が風評被害に加担されないよ
うにしていただきたいということです。市民が一丸となって、思
いやりを持った対応を心がけましょう。

「吉備国際大から世界へ」
守本市長の講義がありました
　10月21日、１年生の必修科目「吉備国際大から世
界へ」に守本憲弘市長をゲストスピーカーとしてお招き
し、登壇していただきました。
　講義の中で、市長自身が社会に出て経験したことを
踏まえ、「地域貢献ボランティア」など地域との交流に
参加し、地域の問題や課題を見つけ、解決する方法を

考える力、将来的に関わっていく素地を作る力をつけ
てほしいと話がありました。また、新入生の多くが島外
出身者だったこともあり、南あわじ市の魅力についても
紹介いただきました。学生も話に真剣に耳を傾け、問
い掛けに対して積極的に手を挙げて答えていました。
　学生がこの講義を通じて今後どのように考え行動し、
活躍していくのかとても楽しみです。

※この講義はオンラインで未入国の留学生にも配信しています

問同大南あわじ志知キャンパス事務室☎ 42-4700
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　師走に入り、何かと気忙しい時期、交通安全には一層注意
が必要です。所用で歩行者も増加する時期であり、特に気を
つけていただきたいのが横断歩道です。横断歩道はご存じの
とおり、歩行者優先であり、運転者には横断歩道手前での減
速義務や停止義務があります。
　これまでも機会があるごとに横断歩道での歩行者優先をお
願いしてまいりましたが、近頃、横断歩道で余裕を持って一
旦停止し、歩行者の横断を促すドライバーを見かけることが多
くなりました。ほっこりとうれしい気持ちになります。今年一年
の市民の皆さま方の市政へのご理解とご協力に感謝申しあげ
ますとともに、引き続き、新型コロナウイルス感染予防と交通
安全へのご協力をお願いします。



市政ひろば

2020.12.1発行7 6

　皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、さ
まざまな形で使われています。これらがどのくらい
納められ、どう使われているのか、９月30日時点
の財政状況をお知らせします。詳しくは、市ホーム
ページまたは財務課に備え付けの「南あわじ市の
財政状況 令和２年度中間報告」をご覧ください。 
　　　　　　　　　　　 問財務課☎43-5210

一般会計
予算現額  349 億 6,822 万円

・・・道路や学校などの整備をはじめ、福祉や教育、消防など市政の基本となる事業を行う会計

区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 71億3,118万円 23億4,247万円 32.8% 26億1,514万円 36.7%

後期高齢者医療 7億5,554万円 2億3,923万円 31.7% 2億6,662万円 35.3%

介護保険 50億9,892万円 18億2,859万円 35.9% 19億9,634万円 39.2%

土地開発事業 367万円 2,654万円 723.0% 0万円 0.0%

産業廃棄物最終処分事業 8,122万円 6,443万円 79.3% 2,062万円 25.4%

国民宿舎事業 2,898万円 729万円 25.1% 465万円 16.0%

特別会計

企業会計

･･･国民健康保険や介護保険など、特定の歳入で特定の事業を行う会計

･･･企業と同じような経理をする会計

公共施設
施設名 休業日

市役所（沼島出張所を含む） 29日(火)～３日(日)
※戸籍届出の受付等は年末年始も総合窓口センターで行います

市民交流センター 29日(火)～３日(日)
火葬場 １日(金)～３日(日)
産業廃棄物処分場 29日(火)～５日(火)

衛生センター
31日(木)～３日(日)
※29日(火)、30日(水)は16：30
　まで営業

子育て学習・支援センター 28日(月)～４日(月)
ファミリー・サポート・センター 29日(火)～３日(日)
児童館 29日(火)～３日(日)
中央公民館・地区公民館 29日(火)～３日(日)
図書館（図書室） 28日(月)～４日(月)
淡路人形浄瑠璃資料館 28日(月)～４日(月)
玉青館 27日(日)～４日(月)
うずの丘大鳴門橋記念館 31日(木)～１日(金)
淡路人形座 23日(水)～31日(木)
道の駅うずしお・鳴門みさき荘 31日(木)～１日(金)
海釣り公園メガフロート 29日(火)～３日(日)
丸山海釣り公園 29日(火)～３日(日)

魚彩館
31日(木)～６日(水)
※30日(水)=正午まで営業
※７日(木)=10:00～営業

湯の川荘 27日(日)～３日(日)
伊加利デイサービスセンター 29日(火)～３日(日)
体育館・スポーツセンター 28日(月)～４日(月)
消費生活センター 29日(火)～３日(日)
美菜恋来屋・２階キッチンユー
カリが丘

１日(金)～２日(土)

57 億 451 万円

42 億 8,370 万円

81 億 6,446 万円

13 億 2,418 万円

4 億 6,257 万円

1 億 1,080 万円

8 億 3,762 万円

25 億 5,161 万円

【歳入】　収入済額181億170万円（51.8％） 【歳出】　支出済額157億615万円（44.9％）

( 予算現額 ) ( 予算現額 )
123 億 9,008 万円

33 億 1,173 万円

29 億 4,134 万円

31 億 3,079 万円

30 億 7,126 万円

35 億 8,891 万円

27 億 3,158 万円

10 億 2,213 万円

  15 億 3,356 万円

12 億 4,684 万円

90 億 5,000 万円

24 億 7,877 万円

【教育費】

※前年度同期数値　124億5,020万円（42.1％） ※前年度同期数値　101億5,046万円（34.4％）

【地方交付税】 62億 4,994万円（69.1%)62億 4,994万円（69.1%)

0 円（0.0%)

3 億円（22.7%)

0 円（0.0%)

3 億円（22.7%)

16億 2,634万円（63.7%)

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【地方交付税】

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

2億5,149万円（10.1%)

57億 6,924万円（70.7%)57億 6,924万円（70.7%)

2 億 2,832万円（27.3%)

1 億 6,584万円（35.9%)

74億 5,848万円（60.2%)

12億 452万円（33.6%)12億 452万円（33.6%)

16億 4,207万円（49.6%)16億 4,207万円（49.6%)

11億 5,448万円（36.9%)11億 5,448万円（36.9%)

15億 6,541万円（51.0%)15億 6,541万円（51.0%)

4 億 6,340万円（15.8%)4 億 6,340万円（15.8%)

11億 3,717万円（41.6%)11億 3,717万円（41.6%)

6 億 28万円（58.7%)6 億 28万円（58.7%)

3 億 6,888万円（24.1%)3 億 6,888万円（24.1%)

1 億 1,146万円（8.9%)1 億 1,146万円（8.9%)

【民生費】

【公債費】

【衛生費】

【消防費】

【その他】

【民生費】

【衛生費】

【公債費】

【教育費】

【農林水産業費】

【消防費】

【その他】

34億8,140万円（61.0%)34億8,140万円（61.0%)

16億 2,634万円（63.7%)

2 億 2,832万円（27.3%)

1 億 6,584万円（35.9%)

2,913 万円（26.3%)

2億 5,149万円（10.1%)

74億 5,848万円（60.2%)

【農林水産業費】

【商工費】

【総務日】【総務費】

【商工費】

【土木費】【土木費】

令和２年度上半期
（令和２年４月１日～９月30日）

予算現額 執行額

区　分
収　入 支　出

予算現額 執行額 執行率 予算現額 執行額 執行率

　下水道事業
収益的 24 億 4,161 万円 14 億 6,725 万円 60.1% 24 億 6,687 万円 4 億 2,571 万円 17.3%

資本的 27 億 8,937 万円 1,889 万円 0.7% 36 億 7,539 万円 9 億 8,776 万円 26.9%

市の財政状況

◉可燃ゴミ
区分 市　内　全　域
場所 やまなみ苑（広田広田）☎45-0534

休業日 １日（金）～３日（日）休み　
※29日（火）～31日（木）は８：30～16：30開業

注意事項

❶ 市指定のゴミ袋を使用して持ち込んでも手数料が必要
❷ 草は一抱えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❸ 剪定枝は太さ10ｃｍ以内、長さ1ｍ以内とし、一抱えで
　 ヒモで縛るか、袋詰めしてください
❹ 農業用資材や家屋解体物など産業廃棄物は受け入れが
　 できません
❺ 必ず時間内に持ち込んでください
❻ 持込に際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台に
　 シート掛けなどの処置をしてください

※（　　）は予算現額に対する執行率

年末年始の
　　業務案内

温泉
施設名 営業時間

ゆとりっく 通常営業　10:00～22:30

さんゆ～館 通常営業　10:00～22:30
※22:00受付終了

ゆーぷる 通常営業　10:00～22:30
※22:00受付終了

プール＆フィットネス
施設名 休業日

ゆとりっく 29日(火)～３日(日)
サンプール 28日(月)～４日(月)

市立診療所
施設名 休業日

沼島診療所 29日(火)～３日(日)
阿那賀診療所 29日(火)～３日(日)
伊加利診療所 29日(火)～３日(日)
灘診療所 29日(火)～３日(日)

淡路広域行政粗大ごみ処理場（奥畑処理場）
☎24-1676
●休業日＝31日(木)～３日(日)
●臨時開場日＝29日（火）8：30～16：30
　　　　　　＝30日（水）8：30～12：00

区分 南あわじ市全域

場所 中央リサイクルセンター（榎列上幡多）
☎43-3200

業務時間 （月～金）９：00～16：00、（土・日）休み
※毎月第２日曜日は９：00～16：00

休業日 29日(火)～３日(日)

◉粗大ゴミ・資源ゴミ

※前年度同期数値　295 億 3,923 万円
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

入会説明会のご案内
日時　❶ 12 月　9 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 12 月 23 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

 　  ❶国民健康保険税・・・・・【6期】
　   ❷介護保険料・・・・・・・・・【5期】
　   ❸後期高齢保険料・・・・・【6期】

◎納付の猶予制度
　新型コロナウイルスの影響により納付が困難な
人に対する猶予制度などがあります。詳しくは市ホ
ームページをご覧ください。

（問）❶税務課☎43-5213❷❸長寿・保険課☎43-5217

今月の納期限は12月25日（金）

持
続
化
給
付
金
（
国
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受

け
る
事
業
者
に
、
事
業
の
継
続
を

支
え
る
た
め
の
給
付
金
が
給
付
さ

れ
ま
す
。

▽
給
付
額　

最
大
で
法
人
は

２
０
０
万
円
、
個
人
事
業
主
は

１
０
０
万
円
（
昨
年
１
年
間
の

売
上
か
ら
の
減
少
分
を
上
限
）

※
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
経
済
産
業
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
持
続
化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０・２
７
９・２
９
２

お知
らせ

市の事業持続支援金・
国の持続化給付金について

問商工観光課☎ 43-5221

事
業
持
続
支
援
金
（
市
独
自
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

等
の
経
営
継
続
を
支
え
る
た
め
の

支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

▽
給
付
額　

中
小
法
人
等
は

10
万
円
、
小
規
模
企
業
者
・

個
人
事
業
者
は
５
万
円

※
国
の
「
持
続
化
給
付
金
」、
県

の
「
休
業
要
請
事
業
者
経
営

継
続
支
援
金
」
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と
等
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
事
業
持
続
支
援
金
申
請
サ
ポ

ー
ト
事
務
局
☎
43
・
５
６
７
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
窓
口
相
談
で
は
、
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
補
助
金
・
助
成
金
・
給
付
金

な
ど
を
紹
介
し
、
各
業
種
に
精
通

し
た
専
門
家
が
皆
さ
ん
の
悩
み
に

寄
り
添
い
な
が
ら
申
請
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
も
可
能
で
す
。

設
置
期
間　
令
和
３
年
３
月
12
日

（
金
）
ま
で

場
所　
南
あ
わ
じ
市
役
所
内

※
相
談
は
完
全
予
約
制
。
事
前
に

商
工
観
光
課
ま
で
ご
予
約
く
だ

さ
い

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
（
ペ
イ
ペ
イ
）

を
導
入
し
た
市
内
対
象
店
舗
で
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
残
高
で
お
買
い
物

を
し
た
場
合
、
決
済
金
額
の
最
大

20
％
に
相
当
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ

イ
ン
ト
を
還
元
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間
（
予
定
）

　

令
和
３
年
１
月
５
日
（
火
）

～
２
月
28
日
（
日
）
ま
で

ポ
イ
ン
ト
還
元
の
上
限

•
お
買
い
物
１
回
あ
た
り
の
付

与
上
限
額
１
０
０
０
円
相
当

•
月
あ
た
り
の
付
与
上
限
額

５
０
０
０
円
相
当

※
対
象
店
舗
は
後
日
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま
す

加
盟
店
舗
を
募
集
中

　
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈱
う
ず
の
く
に
南
あ
わ
じ
（
受

託
事
業
者
）

　
☎
０
１
２
０
・
22
・
５
３
２
０

お知
らせ

お知
らせ

中小企業・小規模事業者向け相談窓口キャッシュレス決済（PayPay）を活用した
ポイント還元 問商工観光課☎ 43-5221問ふるさと創生課☎ 43-5205

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親

世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象

者
の
う
ち
申
請
が
ま
だ
の
人
は
、

令
和
３
年
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

に
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
で
お
手
続

き
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

❶
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
家
計
が
急

変
し
、
収
入
が
大
き
く
減
少
し

た
人

お知
らせ

ひとり親世帯
臨時特別給付金

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

❷
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
た
め

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
な

い
人

❸
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る

水
準
に
下
が
っ
た
人

給
付
額　
１
世
帯
５
万
円
。
❷

❸
は
第
２
子
以
降
一
人
に
つ
き

３
万
円
を
加
算

※
６
月
以
降
に
支
給
要
件
に
当
て

は
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
人
も

対
象
と
な
り
ま
す

令和３年度の
固定資産税の軽減

問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
令
和
２
年
２
月
～
10
月

ま
で
の
間
の
任
意
の
連
続
す
る
３

カ
月
間
の
売
り
上
げ
が
前
年
の
同

時
期
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し

た
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業

者
は
、
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
・
事
業
用
家
屋
）

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
率　
令
和
２
年
２
月
～
10

月
ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３

カ
月
間
の
売
上
高
が
前
年
の
同

時
期
か
ら
❶
減
少
し
た
割
合
が

30
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
の
も
と
、
不
安
の
中
で
出

産
す
る
子
育
て
家
庭
お
よ
び
若
者

世
代
を
支
え
る
た
め
、
新
生
児
の

母
親
・
妊
婦
に
一
時
金
を
支
給
し

ま
す
。

新
生
児
応
援
給
付
金

▽
支
給
対
象
者　
次
の
❶
～
❸
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
❶
申

請
日
時
点
で
市
民
❷
４
月
28
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
出
生
し

た
新
生
児
の
母
親
❸
出
産
時
に

お
い
て
母
子
と
も
に
市
民

▽
給
付
額　

新
生
児
の
母
親
に

対
し
て
、
新
生
児 

一 

人
に
つ
き

10
万
円

▽
申
請
方
法　
出
生
届
の
提
出
時

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お知
らせ

「コロナに負けるな」
ゆめるんベイビー応援給付金

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

妊
婦
応
援
給
付
金

▽
支
給
対
象
者　
次
の
❶
❷
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
人
❶
申
請

日
お
よ
び
12
月
31
日
時
点
で
市

民
❷
12
月
28
日
ま
で
に
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
令
和

３
年
１
月
１
日
以
降
に
出
産
予

定
の
妊
婦

▽
給
付
額　

妊
婦
に
対
し
て
、
出

産
予
定
の
新
生
児 

一 

人
に
つ
き

５
万
円

▽
申
請
方
法　

対
象
者
に
令
和

３
年
１
月
下
旬
に
案
内
文
を
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

２
分
の
１
❷
減
少
し
た
割
合
が

50
％
以
上
の
場
合
は
全
額

申
告
方
法　
令
和
３
年
１
月
４
日

（
月
）
～
２
月
１
日
（
月
）
に
、

税
務
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

（
償
却
資
産
を
所
有
す
る
場
合

は
、
償
却
資
産
の
申
告
書
と
と

も
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
申
告
す
る
前
に
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
等
に
よ
る
申
告
書

の
確
認
が
必
要
で
す
。
手
続
き

等
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　「COCOA」は、利用者が新型
コロナウイルス感染症の陽性者
と接触した可能性がある場合に
通知を受けることができるアプ
リです。
　詳しくは厚生労働
省ホームページをご
覧ください。

新型コロナウイルス
接触確認アプリ
「COCOA」について
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

日
時　

令
和
３
年
１
月
10
日

（
日
）
午
後
０
時
30
分
受
付
、

午
後
１
時
30
分
開
式

場
所　
文
化
体
育
館

対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日

～
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

注
意
事
項

•
案
内
状
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
、
式
典
会
場
（
文

化
体
育
館
敷
地
内
含
む
）
は
、

新
成
人
以
外
（
保
護
者
等
）
は

入
れ
ま
せ
ん
。
介
助
な
ど
特
別

な
配
慮
が
必
要
な
人
は
、
事
前

に
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

お知
らせ

2021年南あわじ市成人式
問社会教育課☎ 43-5232

　
水
道
料
金
福
祉
減
免
制
度
・
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴
支
援
金
交
付

制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
水

道
基
本
使
用
料
等
生
活
支
援
福
祉

補
助
金
」
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
・
条
件
・
補
助
金
額

　
左
表
の
と
お
り

補
助
対
象
期
間
　
４
月
～
12
月
の

水道基本使用料等生活支援福祉補助金制度について
問福祉課☎ 43-5216

お知
らせ

う
ち
、条
件
に
該
当
す
る
期
間

（
月
単
位
）

申
請
に
必
要
な
書
類　
支
払
い
状

況
お
よ
び
契
約
状
況
の
わ
か
る

書
類
な
ど

申
請
の
受
付
期
間

　
令
和
３
年
１
月
中
旬
～

※
詳
し
く
は
広
報
１
月
号
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

区分 条件等 補助金額

高齢者のみ
の世帯

世帯全員が70歳以上で、前年度の合計所
得金額と年金収入の合計額が次の金額以下
の世帯

単身：120万円以下
２人：190万円以下
３人：240万円以下

※専従者給与の受給者でないこと
※市民税課税者に扶養されている人を除く

口径にかかわらず、
月額403円
※eo光加入世帯は

月額1,210円
障害者が
いる世帯

手帳を有する世帯員がおり、市民税非課税
の世帯

ひとり親
世帯 児童扶養手当の全部支給対象者

区分 補助金額

生活保護世帯
eo光テレビ使用料の月額1,650円を上限とする金額。ケーブ
ルテレビ民間化により電話が無くなった世帯はeo光電話の月
額1,457円を上限に加算

水道料金について

テレビ使用料について
※市税の滞納がないこと。補助金交付申請者が契約者（使用者）であること

※補助金交付申請者が契約者（使用者）であること

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証

お
よ
び
資
格
証
明
書
含
む
）
は

12
月
１
日
が
更
新
日
と
な
っ
て

お
り
、
受
診
の
際
は
新
し
い
保

険
証
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
11
月
下
旬

に
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
郵
送

（
簡
易
書
留
）
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
❶

身
分
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
等
）
❷
印
鑑
（
認
め

印
）
を
持
参
の
う
え
、
市
役
所

ま
で
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
越
し
に
な
れ
な
い
場

合
は
、
長
寿
・
保
険
課
へ
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
再
度
郵
送

し
ま
す
。

　
ま
た
、
古
い
保
険
証
は
裁
断

す
る
な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ

さ
い
（
返
却
不
要
）。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

　
期
間
の
短
い
保
険
証
（
短
期

証
）
ま
た
は
、
資
格
証
明
書
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
資
格
証
明

書
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
の
中

で
、
保
険
税
を
納
付
で
き
な
い

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

長
寿
・
保
険
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
短
期
証
が
交
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国民健康保険証を
１２月1日に更新します

お知
らせ

問長寿・保険課☎ 43-5217

　
昨
年
に
申
請
し
て
い
た
だ
い

た
口
座
に
、
障
害
者
見
舞
金
を

振
り
込
み
ま
す
。

対
象
者　
12
月
１
日
現
在
、
３

カ
月
以
上
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
障
害
者
（
児
）
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
、
療
育
手
帳
、
有
効
期
限

内
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
人

支
給
額　
５
０
０
０
円

支
給
日　
12
月
18
日
（
金
）

※
令
和
元
年
12
月
1
日
以
降
に

手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は

口
座
振
込
申
込
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。未
提
出
の
人
は
、

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い

　
住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
を

取
り
壊
し
た
と
き
は
、
忘
れ
ず

に
取
り
壊
し
た
年
の
年
末
ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現

在
に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家

屋
を
対
象
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

登
記
建
物　
法
務
局
で
滅
失
登

記
を
す
る
と
、
法
務
局
か
ら

市
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

未
登
記
建
物　
家
屋
滅
失
届
を

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

障害者（児）見舞金の支給
支給日：12月 18日（金）

お知
らせ

問福祉課☎ 43-5216

家屋を取り壊したときは
手続きが必要です

お知
らせ

問税務課☎ 43-5213

新
にいなめさい
嘗祭に南あわじ市から
粟が献上されます

問農林振興課☎ 43-5223

作柄を報告する阿部さん夫婦（左）

お知
らせ

　
宮
中
祭さ
い
し祀
と
し
て
毎
年
11
月
23

日
に
皇
居
で
執
り
行
わ
れ
る
「
新

嘗
祭
」
に
供
え
ら
れ
る
穀
物
の
一

つ
と
し
て
、
阿
部
幸
弘
さ
ん
・
睦

美
さ
ん
夫
婦
（
阿
万
）
が
栽
培
し

た
粟
が
献
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
献
上
さ
れ
る
粟
は
、
阿
部
さ
ん

夫
婦
が
、
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
丹

精
込
め
て
育
て
た
も
の
。
南
あ
わ

じ
市
内
か
ら
新
嘗
祭
へ
の
穀
物
の

献
上
は
、
平
成
17
年
に
精
米
を
献

上
し
て
以
来
と
な
り
ま
す
。

　
10
月
20
日
に
は
兵
庫
県
公
館
で

作
柄
報
告
会
が
行
わ
れ
、
２
人
は

金
澤
兵
庫
県
副
知
事
に
供
え
ら
れ

る
粟
の
作
柄
を
報
告
し
ま
し
た
。

だ
さ
い
。

•
参
加
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
せ
き
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
、
手
洗
い
、

自
宅
で
の
体
温
測
定
等
の
対
策

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
発
熱
や
体
調
不
良
の
場
合
は
参

加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催

内
容
が
変
更
・
中
止
等
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
随
時
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
更
新

し
ま
す
の
で
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま

す

～歩いて暮らせるまちづくり～
「どこでも市役所プロジェクト」
■高齢者の「出張相談窓口」を開設します
　高齢者の在宅生活での心配事の相談を、お近
くの地区公民館でできるよう、在宅介護支援セン
ターの出張相談窓口を開設します。12月の開設
は下表のとおりです。お気軽にご相談ください。
問地域包括支援センター☎43-5237

※受付時間は午前10時～午後４時まで

《今後の予定》１月…倭文、湊、八木、北阿万
　２月…伊加利、津井、市、潮美台
　３月…西淡志知、阿那賀、神代、阿万
　４月…沼島、丸山、三原志知、灘、福良
※次回以降は「情報瓦ばん」にてご案内します

日程 開催場所
12月  2日（水） 広田地区公民館

12月  9日（水） 松帆地区公民館

12月18日（金） 榎列公民館

12月25日（金） 賀集地区公民館
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人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

が
到
来
し
、
シ
ニ
ア
世
代
の
社

会
参
加
が
、
人
生
１
０
０
年
時

代
の
人
生
を
充
実
さ
せ
る
選
択

肢
の 

一 

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
60
歳
以
上
の
市
民

を
対
象
に
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
の
新
規
活
動
者
を
募

集
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
登

録
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
趣
味
・
特
技
を
生
か
し
て
子

育
て
支
援
が
し
た
い
人
や
、
外

に
出
る
き
っ
か
け
や
健
康
づ
く

り
に
つ
な
げ
た
い
人
、
制
度
に

興
味
が
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
12
月
16
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　
美
菜
恋
来
屋

※
説
明
会
で
は
、
制
度
の
説
明

や
活
動
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。
市
役
所
本
館
３
階
生
涯

活
躍
推
進
室
で
も
随
時
登

録
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い

制
度
の
特
徴

◆
活
動
場
所
…
介
護
施
設
、
小

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な

ど
31
施
設

◆
活
動
内
容
…
活
動
者
の
希
望

と
、
活
動
場
所
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
マ
ッ
チ
ン
グ

◆
活
動
時
間
…
１
週
間
に
１
回

１
～
２
時
間
な
ど
、
気
軽
に

参
加
可
能

◆
ポ
イ
ン
ト
付
与
…
活
動
の
謝

礼
と
し
て
付
与
さ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
を
貯
め
る
と
、
市
内
で

使
え
る
商
品
券
と
の
交
換
や

施
設
へ
の
寄
付
が
可
能

お知
らせ

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

絵本の読み聞かせを通じた園児の見守り

スプレーによるおもちゃの消毒作業

共進会での審査の様子

「おもいやりポイント制度」に参加しませんか
高齢者等元気活躍推進事業

兵庫県功労者表彰
◆自治功労
　吉田　良子 さん　（南あわじ市議会議員）

◆地域活動功労
　島田　貞洋 さん
　 （淡路人形芝居サポートクラブ理事長）

◆健康功労
　大鐘　稔彦 さん

　 （阿那賀診療所所長・伊加利診療所所長）

◆生活消費功労
　松﨑　えみ子 さん

　 （淡路消費者団体連絡協議会理事）

◆食品流通功労
　沖　裕文 さん 　（兵庫県蒲鉾組合連合会理事）

◆まちづくり功労
　中川　順二 さん

　 （兵庫県建築士事務所協会理事）

受賞おめでとう兵庫県畜産共進会が開催
問農林振興課☎ 43-5223

お知
らせ

　
第
１
０
２
回
兵
庫
県
畜
産
共

進
会
（
種
牛
・
肉
牛
の
部
）
が

11
月
３
日
、
文
化
体
育
館
大
駐

車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
か
ら
種
牛
42

頭
、
肉
牛
59
頭
の
出
品
が
あ

り
、
ト
ッ
プ
と
な
る
名
誉
賞
に

は
、
種
牛
の
部
で
森
脇
雄
一
さ

ん
（
香
美
町
）
の
「
た
か
と
み

５
」、
肉
牛
の
部
で
太
田
克
典

さ
ん
（
養
父
市
）
の
「
丸
池
光
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

上
位
成
績
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
。
南
あ
わ
じ
市
関
係

分
の
み
掲
載
）

【
種
牛
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
２
席　
と
も

　
（
山
野
富
靖
・
倭
文
）

▽
同
３
席　
か
が
や
き
２

　
（
的
崎
佳
史
・
広
田
）

▽
同
４
席　
つ
ね
い
け

　
（
仲
岡
建
太
郎
・
市
）

【
肉
牛
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
３
席　
春
己

　
（
垣
幸
司
・
湊
）

社会教育委員 公民館運営審議会 図書館協議会 特別職報酬等審議会

募集人員 １人 ２人 １人 １人

職務内容
社会教育に関し、教育委員
会に助言するため、計画の
立案、調査研究、諮問の答
申等を行う

館長の諮問に応じ、公民
館の各種事業の企画実施
につき調査審議する

図書館の運営に関し、館長
の諮問に応じるとともに、
図書館奉仕に関し、館長に
対して意見を述べる

特別職の報酬等に関する事項
について議論し、意見を述べ
る

応募資格（共通） 次の❶～❸のすべてを満たす人。❶市内に居住または市内の事業所に勤務する人　❷市職員、市議会議員でない人
❸暴力団員でない人

応募資格（個別） 学校および社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う人、学識経験のあ
る人

市長および市議会議員の選挙
権を有する人

任　　期 令和3年4月１日　～　令和５年3月31日

応募方法 申込書に必要事項を記入し、400字以上800字以内の小論文（書式自由、各テーマは下記のとおり）を添えて、持
参または郵送のいずれかの方法で提出

応募期限 令和３年１月８日（金）必着

報　　酬 年額35,000円 日額8,000円 年額20,000円 日額8,000円

小論文のテーマ 社会教育に期待すること 公民館に期待すること 図書館に期待すること 特別職の報酬のあり方に
ついて

問合せ先 社会教育課☎43-5232 中央公民館☎43-5038 市立図書館☎53-0234 総務課☎43-5001

市の各施設・事業の運営を審議する審議会・協議会等の委員を
公募します。詳しくは、お問合せください。各種委員の公募

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
は
、

戸
籍
の
届
け
出
に
伴
う
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
に
つ
い
て
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
（ 

一 

つ
の
窓
口
で
対
応
）」

で
各
種
手
続
き
の
お
手
伝
い
や

ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
は
市
役

所
本
館
１
階
の
玄
関
を
入
っ
て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
案
内

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
が
生
ま
れ
た
と
き

（
出
生
に
伴
う
手
続
き
）

　
出
生
届
は
、
お
子
さ
ま
が
生

ま
れ
た
日
を
含
ん
で
14
日
以
内

に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
母

子
手
帳
に
出
生
済
証
明
書
を
記

載
し
ま
す
の
で
必
ず
お
持
ち
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
出
生
届
の
提
出
時
、
児

童
手
当
・
出
産
祝
金
・
子
育

て
応
援
優
待
カ
ー
ド
（
ゆ
め
る

ん
カ
ー
ド
）
等
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
、
国
民
健
康
保

険
の
手
続
き
や
、
妊
婦
健
康
診

査
費
助
成
金
の
申
請
も
受
付
し

て
い
ま
す
。

▽
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
お
越
し
い
た
だ
く
人
の
本
人

確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
、
受
給
者
と
な
る
人
の

通
帳
・
健
康
保
険
証
な
ど

亡
く
な
ら
れ
た
と
き

（
死
亡
に
伴
う
手
続
き
）

　
届
け
出
の
際
に
お
渡
し
す
る

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
後
日
、
故
人
（
ま
た

は
故
人
の
世
帯
）
に
該
当
す
る

手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
各
種
手
続
き
の 

一 

例

　
葬
祭
費
支
給
申
請
、
健
康
保

険
証
・
介
護
保
険
証
・
印
鑑

登
録
証
の
返
還
手
続
き
な
ど

▽
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
お
越
し
い
た
だ
く
人
の
本
人

確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
等
）、

相
続
人
・
喪
主
の
印
鑑
、
通

帳
な
ど

戸籍の届け出に伴う手続きを総合窓口センターでご案内しますお知
らせ 問総合窓口センター☎43-5212
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滞
納
処
分
を
行
っ
た
不
動
産

を
公
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

役
所
掲
示
板
の
公
売
公
告
兼
見

積
価
額
公
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件

▽
所
在
地

　
阿
万
下
町
２
９
６
番

　
（
田
、
４
０
５
・
０
㎡
）

▽
見
積
価
額（
最
低
公
売
価
額
）

　
32
万
円

▽
公
売
保
証
金　
４
万
円

公
売
期
日

　
令
和
３
年
２
月
５
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
（
受
付
は

午
前
９
時
～
９
時
20
分
）

会
場　
市
役
所
本
館
3
階

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
支
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
債
権
（
市
税
・
保
険
料
・

保
育
料
・
使
用
料
・
貸
付
金
な
ど
）

の
管
理
の
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
・
保
険
料
な
ど
は
、
滞
納
処
分

を
強
化
し
、
差
押
え
の
早
期
着
手

を
行
う
な
ど
、
未
収
金
の
縮
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
は
税
の
全
島
一斉
徴
収
強

化
月
間
と
な
っ
て
お
り
、
淡
路
島

内
３
市
と
洲
本
県
税
事
務
所
は
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

に
財
産
の
差
押
え
、
自
動
車
の
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
実
施
な
ど
滞
納
対

策
を
強
化
し
ま
す
。
税
金
は
、
福

祉
や
教
育
、
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め

忘
れ
が
な
い
よ
う
納
期
限
内
に
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

「
う
っ
か
り
忘
れ
」
の
防
止
に

口
座
振
替
を

　
税
金
な
ど
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
た

め
、
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
て

も
安
心
で
す
。
市
内
の
金
融
機
関

や
市
役
所
の
各
担
当
部
署
で
申
込

み
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、市
役
所
本
館
１
階
で
は
、

※
市
税
の
完
納
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
参
加
に
必
要
な
「
農
地
買
受

適
格
証
明
書
」
は
令
和
３
年

１
月
５
日
（
火
）
ま
で
に
農

業
委
員
会
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
の
必
要
書

類
等
は
、
事
前
に
税
務
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

納
付
書
が
あ
れ
ば
土
日
祝
日
（
開

庁
時
間
内
の
み
）
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
市
税
は
納
期

限
内
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
税
で
き
ま
す
。

※
市
税
は
令
和
３
年
４
月
よ
り

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能

に
な
り
ま
す

※
期
限
内
に
税
金
を
納
め
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
は
、
税
務
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

不動産を公売しますお知
らせ

お知
らせ

問税務課☎ 43-5213

公売物件の不動産

問税務課☎ 43-5213

対象科目 口座振替 コンビニ

市税 市県民税（普通徴収）、軽自動車税、
固定資産税、国民健康保険税 〇 〇

保険料 介護保険料、後期高齢者医療保険料 〇 ×

保育料 保育料、延長保育料、一時保育料、こども
園保育料、給食費（保育所・こども園） 〇 ×

その他 学童保育利用料、アフタースクール利用料、
市営住宅使用料、福良財産区駐車場使用料 〇 ×

市の税金や料金は納期限までに納めましょう
「ＳＴＯＰ滞納‼」税の徴収強化月間スタート

◆口座振替・コンビニ納付ができる市税・料金

　

兵
庫
県
で
は
法
律
に
基
づ

き
、
土
砂
災
害
か
ら
人
命
お
よ

び
身
体
を
保
護
す
る
た
め
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
旧
西
淡
町
地
区
に
つ

い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ

び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と

し
て
指
定
す
る
範
囲
が
判
明
し

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次

の
と
お
り
指
定
図
書
の
閲
覧
と

説
明
窓
口
の
設
置
を
行
い
、
順

次
指
定
を
進
め
る
予
定
で
す
。

指
定
図
書
の
閲
覧
　

▽
閲
覧
期
間　
12
月
9
日（
水
）

～
23
日
（
水
）

▽
閲
覧
場
所
　
洲
本
土
木
事
務

土砂災害特別警戒区域の指定
問淡路県民局洲本土木事務所河川砂防課☎ 26-3215

案内

所
河
川
砂
防
課
、
市
役
所
建

設
課
、
湊
地
区
公
民
館
、
津

井
地
区
公
民
館
、
丸
山
地
区

公
民
館
、
阿
那
賀
地
区
公
民

館
、
伊
加
利
地
区
公
民
館
、

西
淡
志
知
公
民
館
、
松
帆
地

区
公
民
館

説
明
窓
口
の
設
置
　

▽
開
設
日
時　
12
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　
湊
地
区
公
民
館

※
時
間
内
の
ご
都
合
の
よ
い
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
付
順
に
対
応
す
る
た

め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す

　
人
間
国
宝
で
南
あ
わ
じ
市
名
誉
市

民
の
竹
本
駒
之
助
さ
ん
を
招
き
、
義

太
夫
節
浄
瑠
璃
の
公
演
を
行
い
ま

す
。

日
時　
12
月
13
日
（
日
）

　
午
後
５
時
開
場
、
午
後
６
時
開
演

場
所　
中
央
公
民
館

演
目　

　
「
義
経
千
本
桜
」
す
し
屋
の
段

入
場
料　
無
料

※
人
数
制
限
が
あ
り
、
先
着
順
と
な

り
ま
す

第３回竹本駒之助
南あわじ市公演お知

らせ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

の
人
へ
、
12
月
上
旬
に
国
民
年
金

保
険
料
免
除
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置

し
て
お
く
と
、
将
来
の
老
齢
年
金

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
免
除
申
請
は
、
過
去
２
年
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
人
は
免
除
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が 

一 

定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
対
象
者

へ
ご
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
１
月
中
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
（
手
続
き
が
遅
く
な
る
と
支
給

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
す
で
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い

る
人
で
、
引
き
続
き
支
給
対
象
と

な
る
人
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
対
象
者

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
人
で
、
次
の
❶
～
❸
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
人
。
❶
65
歳

以
上
❷
世
帯
員
全
員
が
市
町
村

民
税
非
課
税
❸
前
年
の
年
金
収

入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計

が
約
88
万
円
以
下

・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
前

年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下
の
人

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

　
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国民年金保険料
免除申請のご案内

年金生活者支援給付金の
ご案内

問総合窓口センター☎ 43-5212 問総合窓口センター☎ 43-5212

お知
らせ

お知
らせ

  

「
南
あ
わ
じ
市
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
」
と
し
て
、
市
の
農
業
振
興

に
関
す
る
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。
メ
ン

バ
ー
登
録
を
し
た
人
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
女
性
で
、
農
業
に

関
わ
り
が
あ
り
、
市
全
体
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
が
る
活
動
を
行
う
人

取
り
組
み
例　
マ
ル
シ
ェ
出
店
時
に
市
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

登
録
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

「
参
加
届
」
を
農
林
振
興
課
に
提
出

農業女子プロジェクト
メンバーの募集

問農林振興課☎ 43-5223

募集

学校も「ノー残業デー、
ノー部活デー」実施中

問学校教育課☎ 43-5231

お知
らせ

　
市
内
の
各
小
中
学
校
に
お
い

て
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の
指

導
の
も
と
、
週
１
回
の
「
ノ
ー

残
業
デ
ー
」（
教
職
員
定
時
退

勤
日
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
中
学
校
で
は
原

則
と
し
て
週
当
た
り
２
日
以

上
（
平
日
１
日
お
よ
び
土
日
等

で
１
日
以
上
）
の
「
ノ
ー
部
活

デ
ー
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、教
職
員
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
教
職
員
が
精
神
的
な
ゆ

と
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
の

児
童
生
徒
に
よ
り
多
く
向
き
合

う
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

ま
た
、「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」

の
実
施
に
よ
り
、
ケ
ガ
や
ス

ポ
ー
ツ
障
害
を
防
ぎ
、
心
身
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
精
神
的
な

ゆ
と
り
を
生
み
出
す
な
ど
、
実

り
あ
る
部
活
動
を
め
ざ
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
、
学
校
の
働
き
方
改
革
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問同実行委員会（淡路人形浄瑠璃
　資料館内）☎ 42-5115
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◇
公
開
抽
選
日
　
12
月
22
日（
火
）

市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

▽
日
時
　
12
月
11
日（
金
）、18
日

（
金
）の
午
後
６
時
と
７
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
de
筋
膜
リ
リ
ー
ス

　
な
か
な
か
改
善
し
な
い
肩
こ
り
、

腰
痛
を
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
セ

ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
す
。	

▽
対
象
者
　
中
学
生
以
上

▽
受
講
料
　
１
回
５
０
０
円

▽
定
員
　
30
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間
　
約
１
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所
　
洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー

※
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
同
時
開
催

問
ハ
ピ
ニ
ャ
ン
　w

an.love.nyan

　@
gm
ail.com

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
や
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

▽
期
間
　
12
月
10
日
（
木
）
～
　

16
日
（
水
）

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　
☎
42
・
０
１
１
０

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）に
つ
い
て

　
林
退
共
制
度
は
、
林
業
の
現
場

で
働
く
人
た
ち
の
た
め
に
、
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
雇

用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
事
業
主
　
林
業
を

営
む
人

▽
対
象
と
な
る
従
事
者
　
林
業
の

現
場
で
働
く
人

※
詳
し
く
は
林
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３・６
７
３
１・２
８
８
９

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等
は

21
万
４
千
円
以
下
）

▽
広
田
住
宅（
広
田
）

　
１
戸
、
Ｂ
棟
２
０
５
号
、
２
Ｄ

Ｋ
、
条
件
付
単
身
可
、
平
成
28

年
度
建
築
。
家
賃
月
額
２
万
円

～
３
万
９
２
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ

き
月
額
２
５
０
０
円

▽
し
づ
お
り
団
地（
倭
文
）

　
１
戸
、
３
０
５
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
10
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
２
１
０
０

円
～
４
万
３
３
０
０
円
（
共
益

費
別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に

つ
き
月
額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間
　
12
月
１
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）
ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
日
時
　
令
和
３
年
１
月
15
日

（
金
）午
後
７
時
30
分
～
８
時

30
分

▽
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、硬
式
テ

ニ
ス
ボ
ー
ル
２
個（
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
貸
出
）　

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電
話
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

ま
な
び
資
金
利
子
補
給
金

　
大
学
等
の
入
学
金
や
授
業
料
な

ど
の
教
育
資
金
を
、
市
内
等
の
金

融
機
関
で
借
入
れ
た
保
護
者
に
、

利
息
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
次
の
❶
～
❸
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
人

❶
大
学
（
短
大
含
む
）、
大
学
院
、

専
修
学
校
、
高
専
４
年
生
以
上
で

教
育
を
受
け
る
学
生
（
在
学
生
含

む
）
の
保
護
者

❷
引
き
続
き
市
内
に
３
年
以
上
在
住

❸
世
帯
の
総
所
得
金
額
が
７
７
１
万

円
以
下
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い

▽
利
子
補
給
の
対
象
期
間
　
学
校

の
正
規
の
就
学
期
間
が
終
了
す

る
ま
で

▽
対
象
融
資
限
度
額
　
学
生
１
人

に
つ
き
３
０
０
万
円

▽
利
子
補
給
額
　
３
万
円
上
限
で

当
該
年
（
１
月
～
12
月
）
に
支

払
っ
た
利
息
分
を
補
給

▽
受
付
期
間
　
令
和
３
年
１
月
４

日
（
月
）
～
２
月
１
日
（
月
）

▽
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
学
校
教
育
課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

の
実
施

▽
期
間
　
12
月
１
日
（
火
）
～
10

日
（
木
）

▽
運
動
の
重
点
項
目
　
❶
子
ど
も

を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
の
確
保
❷
高
齢
運
転
者
等
の

安
全
運
転
の
励
行
❸
飲
酒
運
転

等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根

絶
❹
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
❺
自
転
車
の
安
全
利

用
の
確
保

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

交
通
死
亡
事
故
抑
止

３
０
０
日
間
達
成

　
南
あ
わ
じ
市
は
、
令
和
元
年
12

月
９
日
か
ら
令
和
２
年
10
月
３
日

ま
で
の
３
０
０
日
間
、
交
通
死
亡

事
故
を
抑
止
し
た
た
め
、
兵
庫
県

交
通
安
全
対
策
委
員
会
会
長
よ
り

交
通
安
全
功
労
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
引
き
続
き
交
通
安
全
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ

た
医
薬
品（
先
発
医
薬
品
＝
新
薬
）

の
特
許
終
了
後
に
、
厚
生
労
働
省

の
認
可
の
も
と
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
る
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新

薬
と
同
じ
有
効
成
分
、同
じ
効
能
・

効
果
を
も
っ
て
い
ま
す
。

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
特
徴

❶
新
薬
よ
り
安
価
で
経
済
的
で

す
。
❷
効
き
目
や
安
全
性
は
、

新
薬
と
同
等
で
す
。
❸
欧
米
で

は
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課
☎
43
・
５
２
１
７

淡
路
瓦
屋
根
工
事
奨
励
金

　
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
個
人
住
宅

の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築
主
に

対
し
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
次
の
❶
～
❺
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
人

❶
新
築
・
改
築
後
２
年
以
内

❷
屋
根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
の

住
宅
で
、
葺
き
替
え
の
場
合
は

瓦
使
用
部
分
の
80
％
以
上
を
葺

き
替
え

❸
店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は
住

居
部
分
が
２
分
の
１
以
上

❹
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

（
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済
）
に
加
入

❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▽
奨
励
金
額
　
屋
根
工
事
費
の
20

％
以
内
（
上
限
あ
り
）

▽
奨
励
金
の
上
限
金
額
　
屋
根

工
事
面
積
が
１
１
０
㎡
未
満

は
10
万
円
、
１
１
０
㎡
以
上

１
５
０
㎡
未
満
は
15
万
円
、

１
５
０
㎡
以
上
は
20
万
円

▽
申
請
期
限
　
新
築
、
増
築
ま
た

は
葺
き
替
え
に
伴
う
屋
根
工
事

の
完
了
後
２
年
以
内

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
市
で
は
、
空
き
家
を
有
効
活
用

し
て
、
移
住
、
定
住
促
進
を
図
る

た
め
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
同
制
度
は
、
所

有
者
等
か
ら
市
内
に
あ
る
空
き
家

で
売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
物
件

を
募
集
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

役
所
の
窓
口
等
で
公
開
す
る
こ
と

で
、
空
き
家
を
利
用
し
た
い
人
に

提
供
し
成
約
を
図
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
住
み
ニコ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示
会

▽
展
示
場
所
・
期
間

❶
広
田
地
区
公
民
館
＝
12
月
１
日

（
火
）
～
７
日
（
月
）

❷
シ
ー
パ
＝
12
月
８
日
（
火
）
～

14
日
（
月
）

❸
パ
ル
テ
ィ
＝
12
月
15
日
（
火
）

～
21
日
（
月
）

❹
福
良
地
区
公
民
館
＝
12
月
22
日

（
火
）
～
28
日
（
月
）

※
月
曜
日
の
展
示
は
午
前
中
ま
で

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
43
・
５
０
０
４

淡
路
農
林
水
産
祭

　
農
林
水
産
功
労
者
や
農
林
水
産

物
等
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表

彰
、
農
林
水
産
物
の
展
示
・
即
売

会
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
令
和
３
年
１
月
15
日

（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

30
分

▽
場
所
　
伊
弉
諾
神
宮
境
内

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
９
８

保
護
猫
の
譲
渡
会

▽
日
時
　
12
月
20
日（
日
）

お
知
ら
せ

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　最低賃金は、パートタイマー、アルバイト等すべての労
働者に適用されます。

◆改正日　12月 1日（※❸は12月６日）
問兵庫労働局労働基準部賃金室☎078-367-9154

兵庫県特定（産業別）最低賃金の改正

適用業種 時間額
❶塗料製造業 973円
❷鉄鋼業 964円
❸はん用機械器具製造業、生産用機械器具製
造業、業務用機械器具製造業

944円

❹電子部品・デバイス・電子回路製造業、電気
機械器具製造業、情報通信機械器具製造業

902円

❺輸送用機械器具製造業 978円
❻計量器・測定器・分析機器・試験機・測量
機械器具製造業

903円

オニオンタワー有料広告募集

20 文字以内をスクロール表示する場合を
１枠として１枠あたりの料金です。

　 　１週間　　　　　８，０００円
　 　１カ月間　　　３０，０００円
　 　３カ月間　　　８５，０００円
　 　６カ月間　　１６０，０００円
　 　１年間　　　３００，０００円 問広報情報課☎43‐5206

市のホームページに、お店の宣伝や求人情報
などを出しませんか？

南あわじ市公式ホームページ
バナー広告を募集中

　  　掲載料金
１カ月あたり　　10,000 円
12 カ月継続してご契約された場合は ･･･
年額　100,000 円                       

問広報情報課☎43‐5206
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　 12 月の無料相談
市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　８日（火）・22日（火）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～49歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　23日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所本館２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　23日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）

ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239

妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703

教育相談窓口
◆日時　14日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　25日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座
（
要

予
約
・
無
料
）

▽
日
時
　
12
月
12
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
内
容
　
大
人
の
お
し
ゃ
れ
な
色

合
わ
せ
レ
ッ
ス
ン

▽
持
ち
物
　
お
手
持
ち
の
洋
服（
色

合
わ
せ
を
相
談
し
た
い
洋
服
）

▽
定
員
　
10
人

❷
初
心
者
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講

座（
要
予
約
）

▽
日
時
　
12
月
13
日（
日
）午
前
９
時

～
11
時
、正
午
～
午
後
２
時

▽
内
容
　
か
わ
い
い
十
二
支
の
絵

を
シ
ャ
ド
ー
ア
ー
ト
に
し
て
額
に

入
れ
、
１
日
で
仕
上
げ
ま
す
。

▽
材
料
費
　
１
０
０
０
円

▽
持
ち
物
　
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、

２
Ｂ
の
鉛
筆
、
ピ
ン
セ
ッ
ト

▽
定
員
　
８
人

❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切
　
12
月
９
日（
水
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
（
要
申
込
・
無
料
）

▽
内
容
　
３
市
社
協
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

蒼
開
中
高
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部
コ
ン

サ
ー
ト

▽
日
時
　
12
月
20
日
（
日
）
午
後

（
異
性
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
自
分
磨
き
な
ど
）

▽
日
時
　
12
月
８
日
（
火
）  

　
午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

▽
対
象
者
　「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の

会
」
会
員
（
情
報
登
録
書
提
出

の
こ
と
）

※
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」
へ
の

入
会
は
随
時
受
付
中

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容
　
職
業
相
談
お
よ
び
職
業

紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
12
月
８
日（
火
）、22
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

２
時
開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
申
込
方
法
　
蒼
開
中
高
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
部
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の「
予

約
す
る
」ボ
タ
ン
か
ら
申
込
み

※
蒼
開
中
高
美
術
展
を
同
時
開
催

問
蒼
開
中
学
校
・
高
等
学
校

　
☎
22
・
２
５
５
１

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程
　
12
月
13
日
（
日
）

▽
内
容
　
餅
つ
き
、
雑
煮
づ
く
り

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　

開
館
30
周
年
記
念
展
示（
後
期
）

▽
内
容
　「
淡
路
人
形
の
主
役
た
ち
」

◆
淡
路
人
形
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
写

真
展

▽
期
間
　
令
和
３
年
１
月
末
頃
ま
で

◆
淡
路
木で

こ偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間
　
令
和
３
年
１
月
29
日

（
金
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
12
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容
　「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子
　
火
の
見

櫓
の
段
」

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

身
体
障
害
者
移
動
相
談

▽
対
象
　
肢
体
不
自
由
に
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
・
難
病
患
者

▽
内
容
　
補
装
具（
義
肢
・
装
具
・

車
い
す
）の
交
付
、修
理
と
適
合

判
定

▽
日
時
　
令
和
３
年
１
月
22
日

（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所
　
淡
路
市
東
浦
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー

▽
申
込
締
切
　
令
和
３
年
１
月
５

日（
火
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
第
７
回
阿
波
路
会　
12
月
20
日

（
日
）、
竹
本
友
和
嘉
・
鶴
澤

友
勇
に
よ
る
女
流
義
太
夫
公
演

を
開
催
。「
生
写
朝
顔
日
記
　

宿
屋
よ
り
大
井
川
の
段
」
を
上

演
。
前
売
り
券
販
売
中
。

◆
12
月
の
休
館
日
　
毎
週
水

曜
日
、４
日（
金
）午
後
、５
日

（
土
）、10
日（
木
）午
後
、11
日

（
金
）、23
日（
水
）～
31
日（
木
）

◆
ご
来
座
時
の
お
願
い
　
マ
ス
ク

の
着
用
、手
指
の
消
毒
、検
温
の

実
施
等
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
ち
ん
げ
ん
さ
い
の
ザ
・
ド
ー
タ

ク
ズ
な
時
間
～
川
東
丈
純
絵
本

原
画
展
２

▽
期
間
　
令
和
３
年
３
月
28
日

（
日
）ま
で

◆
松
帆
銅
鐸　
一　
般
公
開
記
念
特
別

展
「
弥
生
青
銅
の
島
展
」

▽
期
間
　
令
和
３
年
２
月
28
日

（
日
）ま
で

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
１
９
９
回
神
代
天
体
観
測
会

「
ふ
た
ご
座
流
星
群
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
12
月
13
日
（
日
）

　
午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時
　
12
月
６
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
洲
本
公
証
役
場

問
洲
本
公
証
役
場

　
☎
24
・
３
４
５
４

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
精
神
科
医
に
よ
る
個
別

相
談

▽
日
時
　
12
月
15
日
（
火
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎
２
階

　
相
談
・
診
査
室

▽
予
約
・
問
合
せ

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
26
・
２
０
６
０

テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
洲
本
総
合
庁
舎
に
設
置

の
テ
レ
ビ
電
話
を
利
用
し
た
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
３
０
回
講
習
会

▽
日
時
　
12
月
５
日
（
土
）

　
午
後
８
時
～

▽
場
所
　
賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

◆
第
99
回
・
第
１
０
０
回
講
座

▽
日
時
　
12
月
10
日
（
木
）、24
日

（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

市
民
生
活
相
談
窓
口 

一 

覧

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
悩

み
や
心
配
事
に
対
し
、
電
話
等
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

･
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
43
・
５
２
３
９

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
相
談

･
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

◆
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
43
・
５
２
３
９

･
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
洲

本
分
室

　
☎
26
・
２
０
７
５
　

◆
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
関

す
る
相
談

･
市
民
協
働
課

　
☎
43
・
５
２
４
４

･
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

◆
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
３
７

･
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

◆
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
福
祉
課

　
☎
43
・
５
２
１
６

･
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

（
要
予
約
）

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
クへ
の
登
録
・

利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
12
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
申
込
締
切
　
12
月
11
日
（
金
）

午
後
５
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
。
平
日
も

相
談
可

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
☎
43
・
５
２
０
５

「
縁
結
び
相
談
会
」の
開
催

（
要
予
約
）

▽
内
容
　
縁
結
び
に
関
す
る
相
談

▽
日
時
　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
祝
祭
日
は
除
く

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

▽
予
約
先
（
通
話
無
料
）

　
淡
路
さ
わ
や
か
県
民
相
談
室

　
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

困
っ
た
と
き
、
ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

▽
内
容
　
県
政
に
関
す
る
こ
と
、

日
常
生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
必
要
な
場
合
は
専
門
の
相
談
窓

口
を
紹
介
し
ま
す

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～

　
午
後
５
時
30
分
　

▽
相
談
電
話
番
号
（
通
話
無
料
）

　
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

「
家
族
で
防
ご
う
！
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
」

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の

高
額
な
請
求
書
を
見
て
子
ど
も
に
確

認
す
る
と
、
保
護
者
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
無
断
で
持
ち
出
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課
金
に
使
っ
て
い

た
等
の
相
談
が
あ
り
ま
す
。

【
対
策
】

●
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル

を
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
保
護
者
は
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
を

把
握
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

キ
ャ
リ
ア
決
済
の
暗
証
番
号
は

し
っ
か
り
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
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177シリ

ーズ

　八木入田に位置する入田稲荷前遺跡では、平
成30年度の調査で長さ1.7㎝の弥生時代のヒ
スイ製勾玉が見つかりました。ヒスイはこの周
辺では産出されない石で、新潟県糸井川市が特
に有名な産出地です。入田稲荷前遺跡では、河
内・阿波・吉備などの土器が出土していること
から、遠隔地との交
流が盛んであった集
落と考えられます。

21 20

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　いつもの夜、眠れなくてま
だまだ遊びたい気持ちでいっ
ぱいのわが子に、お母さんは
やさしく、「ねむねむさん（睡
眠というお友達）に来てもら
おうね」と呼びかけます。とっ
てもキュートな「ねむねむさ
ん」はあなたのおうちに来て
くれるかな。読み終えたとき
に心があたたかくなる、素敵
なベッドタイムストーリー。

ねむねむさんがやっ
てくる

　心臓外科の名医が語る現
代の怪異譚。死を告げる音、
廊下を歩く亡くなった患者、
どこからともなく漂う線香の
香り…。生と死が交差する場
所、病院。そこでは科学では
説明のできないことがしばし
ば起こる。非日常的な体験を
通して見えてきた死とは。生
とは。意識とは。事実をありの
ままにつづった一冊。

関　一也／著
（玄光社）

　日本でも大きな注目を集め
た前作から７年。ノーベル平
和賞受賞後も精力的に活動を
続けるマララは、世界中の難
民女性たちと交流を重ねてき
た。彼女の旅と、人々との出会
いをつづった手記。女性人権
活動家であるマララは、「女の
子にも教育を、学校に通う権
利を」と訴え、教育のため活動
を続けている。

ユ・ヒジン／作・絵
（世界文化社）

　フォトグラファーが覚える
べきポージングと撮影のノ
ウハウを紹介し、フォトグラ
ファーのスキルとして人の魅
力を際立たせるための入門
書。ポージングの考え方とカ
メラの知識、基本ポーズを基
にしたからだの魅力的な見せ
方とバリエーションの展開例
を紹介。

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※市のホームページでも
番組表を確認いただけま
す

EPG（電子番組表）

毎週月曜日、
25 日（金）月末整理日、
29 日（火）～ 31 日（木）

12 月の休館日

問広報情報課映像制作係
☎43-2345さんさんネット

コミュニティチャンネル
12月番組の見どころ

ポートレートポージ
ング入門

南淵　明宏／著
（マキノ出版）

マララ・ユスフザイ／著
（潮出版社）

マララが見た世界病院で起こった不思
議な出来事

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
26
回
南
あ
わ
じ
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
親
善
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
10
月
14

日
・
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
】
①
古
津
路
Ｇ
Ｇ
同
好
会

②
南
淡
塩
屋
③
青
木
同
好
会
Ａ

【
個
人
】①
柳
有（
青
木
同
好
会
Ａ
）

②
大
坪
貞
子
（
櫟
田
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
）

③
岡
武
夫
（
古
津
路
Ｇ
Ｇ
同
好
会
）

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

みんなの図書館
今月のおすすめ本

南あわじ市図書館
ホームページ
二次元コード

第
31
回
南
あ
わ
じ
市
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
11
月
３
日
・

八
木
国
分
寺
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
）

①
国
分
寺
②
さ
く
ら
③
古
津
路

第
15
回
南
あ
わ
じ
市
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

（
11
月
８
日
・
文
化
体
育
館
）

【
男
子
】

①
三
原
A
②
緑
A
③
南
淡

【
女
子
】

①
三
原
A
②
南
淡
A
③
緑
A

　

スマホから広報紙をご覧いた
だけます
　行政情報アプリ「マチイロ」をダウンロー
ドすることで、スマートフォンなどから「広報
南あわじ」・「南あわじ市議会だより」をご覧
いただけます。

料金
　無料（通信費は利用者負担）

注意点
  「マチイロ」は㈱ホープが運営するアプリで
す。広告が表示されますが、その内容に南あ
わじ市は一切関係ありません。

『
入い

り

田た

稲い

な

り荷
前ま

え

遺
跡
３
』

（写真）
出土したヒスイ製の勾玉

　フェニックス共済は、自然災害で被害を受けた住宅・家
財の再建を支援する仕組みとして、兵庫県が実施する制度
です。掛金は年間最大 6,500 円（一部損壊特約含む）で、
すべての自然災害が対象となります（住宅被害半壊以上で
再建の場合 600 万円給付）。

■申込み、問合せは公益財団法人 兵庫県住宅再建共済基金
のホームページまたはコールセンターへ！

　同コールセンター☎ 078-362-9400

出前受付窓口の開設
　兵庫県住宅再建共済基金の職員によるフェニックス共済
の出前受付窓口を開設します。

▽日時
　❶ 12 月８日（火）　９:00 ～ 12:00
　❷ 12 月 16 日（水）　10:30 ～ 15:00

▽場所
　❶市役所本館 1 階ロビー
　❷阿万市民交流センター

※申込には、銀行の届出印、口座番号が
必要です（クレジットカードでも可）

問危機管理課☎ 43-5203

兵庫県が実施する

フェニックス共済 に加入しましょう

問広報情報課
　☎ 43-5206
問議会事務局
　☎ 43-5005

12月２日（水）、３日（木）

・南あわじ市総合防災訓練

12月４日（金）

・南あわじ市技能功労者表彰

12月11日（金）

・社会を明るくする運動
　作文コンテスト発表会

さ ん さ ん ニ ュ ー ス
月曜日～金曜日　7：30更新
■放送　7：30～、12：30～、16：30～、　
　　　　19：30～、22：30～

撮 っ て お き ☆

11月30日（月） ～12月６日（日）
・命と平和を守る集い講演会
　淡路島から世界へ～樋口季一郎の生涯と活動～
12月14日（月） ～12月20日（日）

・地域福祉フォーラムｏｎケーブルテレビ
　「みんなで考え みんなでつくる 笑顔のまち｣

　の実現に向けて

毎週月曜日　8：00更新
■放送　８：00～、13：00～、20：00～

コミュニティチャンネルで
ＣＭ放送しませんか？

イメージアップ戦略に！商品のＰＲに！
さんさんネットコミュニティチャンネルの
有料広告放送を、ぜひご活用ください。詳し
くは、お問合せください。
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  12月の健康カレンダー
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時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※教室・相談は、中止や延期の場合があります。詳し
くは各担当課にお問合せいただくか、二次元コード
から市ホームページをご確認ください。

● 健康相談　
内容   日  曜日　　  　　時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 15 火  ９：00 ～ 10：30

13：00 ～ 14：30
市役所本館
1 階

※発熱による受診の場合は、事前に電話をお願いします

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

９ 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

24 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

27 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

９　 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

小児救急医療
◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 乳幼児健康カレンダー　　　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

４カ月児健康診査
（Ｒ２年８月生） 25 金

対象者に案
内します。

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査
（Ｒ２年２月生） 18 金

１歳６カ月児健康診査
（Ｒ １ 年５月生） １ 火

２歳児歯科健診
（Ｈ30年５月生） 16 水

３歳児健康診査
（Ｈ29年８月生） 11 金

就学前５歳児健康診査
（Ｈ27年12月生） 21 月

育児相談
（Ｒ２年５月生） 23 水

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ２年７月生） 24 木

遊びの教室（予約制）
３ 木

10 木

発達支援相談（予約制） ３ 木

新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎ 078-362-9980（受付時間：土日祝日含む 24 時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

● 献血
  日　  曜日　  　　 受付時間 　場所　

20 日 11：30 ～ 16：00 ショッピングセンター
パルティ

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

６日（日） 日 笠 久 美 医師 宮 﨑 美 枝 医師

13日（日） 穀 内 勇 夫 医師 村 野 謙 一 医師

20日（日） 友清龍一郎 医師 柴 田 亮 平 医師

27日（日） 畑 田 卓 也 医師 浦 瀬　 巌 医師

31日（木） 柴 田 亮 平 医師 橋 田 友 孝 医師

高齢者インフルエンザ予防接種の助成
　市では、高齢者インフルエンザ予防接種の費用の一部を助成
します。予防接種を希望する人は医療機関にご相談ください。
助成期間　令和３年１月末まで

+10で健康づくり 　問健康課☎43-5218

+10（プラス・テン）

感染しないために

◆外出後はうがい・手洗いを
しっかり行いましょう。

◆十分な休養とバランスの
とれた食事で体の抵抗力
を高めましょう。

◆人混みへの外出を控えましょう。

対象者
❶接種日に65歳以上の市内在住の人
❷接種日に60歳以上65歳未満の市内在住の人で、一定の心臓・
腎臓もしくは呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能の障害を有する人

ながら運動

プラス・テン

安全のために
◦出先では階段を使う
◦家事をするときはき
びきびと動く

昼

◦テレビを見ながらス
トレッチや筋トレ
◦寝る前のストレッチ

夜

◦寝床でストレッチ
◦散歩、ラジオ体操
◦庭の手入れ
◦徒歩や自転車で出勤

朝

　「ながら」運動は、仕事、家事、生活活動に合
わせて行うので、特別な時間をとる必要はあり
ません。思いたったときに気軽に取り組めます。
　例えば、寝転ぶより立つほうがエネルギーを
消費します。立ちながらテレビを見たり、新聞
を読んだりすることも効果があります。また、
テレビを見ながらストレッチや軽い筋トレをす
るのもいいですね。日常の「ながら」運動を見
つけて健康づくりに生かしましょう。

　寒い冬は、外出や体を動かすことが面倒になりがちです。適度な運動は、
生活習慣病やロコモティブシンドローム（骨や関節、筋肉などの運動器の障
害により、要介護のリスクが高い状態のこと）、うつ病、認知症などのリスク
を下げ、体と心の健康づくりに役立ちます。
　運動したくても、まとまった時間がとれない場合は、短い時間でもこまめ
に体を動かすことが大切です。

　+10とは、今より10分多く体を動かし、運
動習慣を身につけることで生活習慣を改善し、
病気やケガを予防するための取り組みです。
　スポーツが苦手、時間がない人は、仕事や家
事などの日常生活のちょっとした合間に体を動
かすことを意識してみましょう。

　誤ったやり方で体を動かすと思わぬ事故やケ
ガにつながるので、注意しましょう。

◆体を動かす時間は少しずつ増やす。

◆体調が悪いときは無理をしない。

◆病気や痛みがある場合は、医師などの専門家
に相談する。
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子育て広場 月

　　　　

　今年もサンタさんはみんなのところへやって来ま
す。子どもたちの夢がサンタさんに届くといいで
すね。元気に過ごせるよう、バランスのとれた食
事と睡眠で寒い時期を乗り越えましょう。
　感染予防を第一に、３密を避け、行事を行って
います。体調不良の時は自宅で休むなど、配慮と
適切な行動をお願いします。

令和２年11月12日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※11月号の正解は『種』 。50通の応募がありました

　７月に辰美小学校で行
われた「丸山●●鯛選挙」。
　10 月 15 日、同校の児
童らへ選挙の協力のお礼
として自由帳が贈呈されま
した。児童らは、自分たちで決めたロゴマークがプ
リントされた自由帳を手にして喜んでいました。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。　　　
　　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 27 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 12 月 15 日（火）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ
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問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口 46,474人（前月比-23人）
　    （男） 22,422人（前月比-21人）
　    （女） 24,052人（前月比-2人）
●世帯数 19,620世帯（前月比＋4世帯）
※令和２年11月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

柏 木　 陽
あ き と

仁

萬　 都
つ き の

杏 音

森 西　 一
い ち か

花

伊 達　 心
み は る

春

畠 山　 偉
い つ き

月

阿 部　 瞬
しゅんせい

成

岸 上　 理
り ゅ う

勇

岸 上　 翔
し ゅ う

勇

木 下　 壱
い ち の

乃

髙 村　 悠
ゆうしん

心

徳 井　　 凱
かい

橋 本　 紬
つ む ぎ

希

瀬 戸　 彩
あ や か

花

濱 田　 珠
し ゅ う

佑

石 井　 美
み あ さ

旭

秦 野　 玄
けんしょう

渉

横 山　 華
はなみち

進

堀 部　 智
と も か

楓

奥 村　 華
か ほ

帆

古 井　　 麗
れい

露 原　 蒼
あ お と

大

清 水　 朝
あ さ と

斗

中 本　 慶
け い り

俐

坂 口　 謙
けんしん

信

土 井　 健
け ん た

大

男

女

女

女

男

男

男

男

男

男

男

女

女

男

女

男

男

女

女

男

男

男

男

男

男

裕 陽
祐 希
政 一
央 貴
卓 也
成 吾
真 樹
真 樹

優
龍之介
啓 介
大 地
富 之
賢 佑
英 匡
弘 基
貴 義
泰 博
健 也

光
健 太
亮 祐
真 悟
貴 之
智 幸

北 阿 万
榎 列
阿 万
八 木
倭 文
北 阿 万
阿 万
阿 万
広 田

市
福 良
榎 列

市
八 木
広 田
榎 列
八 木
北 阿 万
福 良
松 帆
広 田
広 田

湊
京 都 府
神 代

10 月 ３ 日
10 月 ８ 日
10 月 13 日
10 月 14 日
10 月 14 日
10 月 16 日
10 月 16 日
10 月 16 日
10 月 19 日
10 月 21 日
10 月 21 日
10 月 21 日
10 月 24 日
10 月 24 日
10 月 25 日
10 月 26 日
10 月 26 日
10 月 27 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 30 日
10 月 31 日
10 月 31 日
11 月 ２ 日
11 月 ６ 日

出生

氏名 年齢 地区 死亡日

森 岡　　 晃
田 辺　　 弘
中田　豊子
前川きよみ
山内　良子
櫻木　典子
長尾　文夫
今井　士郎
山崎ゆり子

賀 集
賀 集
榎 列
榎 列
広 田
賀 集
広 田
阿那賀

灘

86
96
98
90
62
62
87
78
95

10 月 24 日
10 月 27 日
10 月 29 日
10 月 29 日
10 月 29 日
11 月 ２ 日
11 月 ２ 日
11 月 ３ 日
11 月 ４ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

井内　光彦
伊木正一良
出田　得子
谷間　　　
泊　　 純 夫
大住　武吉
前谷　茂葊
木 場　　 健

潮美台
湊

阿 万
潮美台
福 良
松 帆
津 井
阿那賀

65
84
93
81
87
94
99
85

11 月 ６ 日
11 月 ７ 日
11 月 ７ 日
11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 10 日
11 月 10 日
11 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日

鈴木百々子
齋藤　伸一
村上　文惠
米田　克英
淺井　憲一
村上　幸利
内田　幸子
上田美津子
松㟢すゑ子

阿 万
倭 文
志 知
志 知
榎 列
賀 集
松 帆
北阿万
賀 集

87
73
97
80
98
71
92
91
96

10 月 15 日
10 月 17 日
10 月 18 日
10 月 19 日
10 月 20 日
10 月 20 日
10 月 21 日
10 月 24 日
10 月 24 日

●ふれあいプレイルーム （平日9：30～15：30）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができます。
赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

※ 11 月 17 日現在の行事予定を掲載しています。
　 定員に達している場合はご了承ください

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

ぶどう
（今年度３歳

になる子）

15 日（火）
16 日（水）

10:30～
11：00

クリスマス会
定員　各日先着15組
場所　ゆめるんセンター
持参　スマホやカメラ、
　　　クリスマス飾り
申込締切　８日

（ゆめるんセンターまたは出
前ひろばで直接申込）

いちご・
ばなな

18 日（金）
22 日（火）
23 日（水）

①10:00～
10：15

②10：30～
10：45

③11：00～
11：15

クリスマスフォト
定員　各時間５組
場所　ゆめるんセンター
持参　スマホやカメラ
※クリスマス会に参加してい

ない人が参加可能

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

谷山　秀謙（加古川市）

田村　和久（八　木）

　　　　　 （賀　集）

林　　　誠（北阿万）

山口　沙記（志　知）

小川　桃子（淡路市）

　　　　　 （賀　集）

前川　知住（洲本市）

10 月 ８ 日

10 月 14 日

10 月 21 日

11 月 １ 日

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。

11月６日（金）出前ひろば（みどり）

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15

ひろば名 開設日 場所

みどり ２,４,９,11,18,25 南あわじ市
保健センター

せいだん １,３,８,15,22 湊地区公民館

みはら ３,８,10,17,24 働く婦人の家

なんだん ２,４,９,11,16,23 福良地区公民館

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 内容等

12 月のお誕生日会
　ゆめるんセンター

７日（月）
10：30～

ミントのお部屋

ままひろば
季節のお花の寄せ植え
　原口農園ビニールハウス

10日（木）
10：00～

定員　先着15組
費用　500円（当日集金）
持参　軍手、新聞紙、
　　　移植ごて
申込締切　３日

12

トバン
クリストロフィアチ

ムンカルカストロ
マクリスティナ

死亡
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西本隊長（右）からノートを受け取り喜ぶ辰美小学校の
児童ら

伊毘海岸でごみを拾い集める参加者ら

　丸山地区の「献上鯛」の PR 用ロゴマークを決めるために、
７月 20 日に辰美小学校で行われた「丸山献上鯛選挙」。協力し
てくれたお礼にと 10 月 15 日、丸山献上隊の西本禎

て い じ
二隊長から

同校の児童らへ、記念品として自由帳が贈られました。
　自由帳は B ５サイズで、表紙には選挙で選ばれた、波の上で
飛び跳ねる赤いタイのイラストがプリントされています。受け取っ
た児童らは「みんなで選んだロゴがノートになってうれしい」「大
切に使いたい」と喜んでいました。
　西本隊長は「子どもたちにずっとお礼がしたかった。ロゴマー
クをより多くの人に知ってもらいたい」と話しました。

辰美小児童へ自由帳を贈呈

　鳴門海峡の渦潮の世界遺産登録をめざして「３海峡クリー
ンアップ大作戦」が 10 月 24 日、伊毘海岸（南あわじ市）、
生石海岸（洲本市）、田ノ代海岸（淡路市）で行われ、約 1,120
人が参加しました。
　渦潮発生のメカニズムに大きく関わる鳴門、紀淡、明石
の３海峡周辺の美化活動を通じて、世界遺産登録への機運
を高めようという取り組み。伊毘海岸では約 420 人が流れ
着いた木やプラスチックなどを拾い集め、約１トンのごみが
回収されました。また、子どもを対象に、馬と一緒にビーチ
クリーン、塩づくり体験といったイベントも行われました。

　南あわじ市阿万出身で、ナチス・ドイツに迫害され
た多くのユダヤ人難民を救ったとされる旧陸軍軍人、
樋口季一郎氏（1888 ～ 1970 年）について学ぶ講
演会が 10 月 18 日に中央公民館で開かれ、約 250
人が参加しました。
　季一郎氏はハルビン特務機関長として旧満州国に赴
任していた 1938 年、迫害から逃れるために旧ソ連
と満州国との国境近くにたどり着いたユダヤ人難民を
受け入れ、ビザの発給を実現したとされています。
　講演会は「生誕の地から季一郎氏の功績を広めよう」
と阿万地区の住民らが立ち上げた樋口季一郎顕彰会と
樋口季一郎研究会が主催。季一郎氏の孫である樋口
隆一さん（明治大学名誉教授）が講師となり、同氏の
生涯や功績について語りました。
　同顕彰会と研究会の出田勇

ゆ き い ち
亀一会長は「季一郎氏

は地域が生んだ偉人。日本中の人に知ってもらえるよ
うに活動していきたい」と話していました。

　10 月 17 日、慶野松原ビーチバレーコートで、「第 10
回 Beach Volley in 南あわじ大会」が開催されました。
　本大会は、「ワールドマスターズゲームズ（WMG）
2021 関西」のリハーサルを兼ねて実施。一般部門、デ
フビーチ（聴覚障害者）部門、小学生部門に分かれ、計
67 組が参加しました。選手らは、雨にも負けない白熱し
たプレーで会場を沸かせていました。
　また、エキシビジョンマッチではシドニー・北京オリン
ピックビーチバレー日本代表の佐伯美香さんが登場。迫力
あるプレーを披露しました。
　なお、WMG は、新型コロナウイルスの影響を受け延
期となり、2022 年中に開催される予定です。

鳴門海峡の渦潮を世界遺産へ

戦時中にユダヤ人難民を救出

WMGリハーサル大会

３海峡クリーンアップ大作戦

樋口季一郎氏の功績を学ぶ講演会

雨天でも選手ら熱戦

ネット際で攻防を繰り広げる選手ら

献上鯛選挙協力に感謝の気持ちを込めて

　小中学生に努力や友達の大切さを感じ、大き
な夢を持って生活を送ってもらうきっかけを作
るため、著名人らを講師に招いて「夢プロジェ
クト」を実施しました。
　10 月 16 日、沼島中学校にフリーアナウン
サーの前田紗希さんを招きました。自身の経験
をとおして、何事にも前向きに挑戦することが
豊かな人生につながることを生徒らに伝えまし
た。話の途中には、本の音読や、バルーンアー
トなども披露しました。

夢を持ってもらうきっかけを

沼島中・八木小・市小で夢プロジェクト

01 バルーンアートを披露する前田さん。02 児童らに走り方を教
える小林さん。03 見事なハーモニーを披露する Cooley High 
Harmony のメンバーら。

樋口季一郎氏の功績などが語られた講演会

　八木小学校には同日、４人組ボーカルグループの
C
ク ー リ ー
ooley H

ハ イ
igh H

ハ ー モ ニ ー
armony が登場。講演会では「困っ

たときに助け合えるのは友達。大切にしてほしい」と児
童らに呼びかけました。また、オリジナル曲やカバー曲
などできれいなハーモニーを披露。児童らが手拍子を送
り、会場一体となって音楽を楽しみました。
　10 月 20 日には、市小学校に元日本代表陸上選手の
小林祐梨子さんを招致。５・６年生に、バランス感覚の
養い方やももあげなど、速く走るための実技指導を行い
ました。その後は全校生徒を集め、夢を叶えるまでの経
緯について講演。「夢を持つことの大切さ」を語りました。

01

03

02
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※本紙は 11 月 18 日時点での情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の影響で、紙面に掲載した内容
が変更となる可能性がありますので、ご了承ください

　約７ヘクタールの急斜面の一帯に約500万本の
水仙が咲き誇る「灘黒岩水仙郷」。日本三大群生地
の一つとして知られ、毎年、島内外からたくさんの
観光客が訪れます。
　今年度は令和3年1月1日の正午から開園します。
水仙の開花状況は市ホームページやフェイスブックな
どに掲載します。電話でもお知らせしていますので、
事前にご確認ください。また、園内は階段が多いため、
歩きやすい靴でお越しください。

開園時間　午前９時～午後５時
　　　　　（最終入園午後4時30分）
入場料　　大人600円、小人300円

問灘黒岩水仙郷☎56-0720　※開園期間中のみ

灘黒岩水仙郷ＦＢ市ホームページ

※ポイ
ントの期

限が近づく
とマイナンバー

カードの申請が混み合い、

　申請
から交付

まで通常（
１カ月）より時

間がかかることが見込まれます

詳しくはこちら

問総合窓口センター☎43-5212（カード申請・交付について）／ふるさと創生課☎43-5205（マイナポイントについて）

淡路島産の食材で
作った島サラダ

島内16店舗で販売中！

※詳しくは「島サラダ」イン
スタグラムをご覧ください

問食の拠点推進課
　☎43-5224
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